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宇
治
市
議
会
６
月
定
例
会（
６
月
２
日
開
会
、
６
月
　
日
閉
会
）は
、
市
長
選
挙
ま
で
半
年
を
切
っ

２８

た
時
期
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
閤
堤
跡
歴
史
公
園
事
業
を
見
直
し
、
子
育
て
応
援
、
防
災
、
く
ら
し

向
上
に
こ
そ
力
を
入
れ
る
べ
き
で
す
。

　
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
築
造
さ
れ
た
護
岸
遺
構
が
、　
年
に

０７

宇
治
橋
下
流
の
宇
治
川
右
岸
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
宇

治
川
の
護
岸
遺
構
が
「
太
閤
堤
」
で
す
。

　「
太
閤
堤
」
は
、
豊
臣
秀
吉
が
行
っ
た
淀
川
水
系
の
治
水
・

交
通
に
関
す
る
施
策
と
土
木
技
術
を
具
体
的
に
示
す
も
の
と

し
て
、　
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
遺
跡

０９

で
あ
り
、
保
存
が
大
切
で
す
。

　
宇
治
市
で
は
山
本
市
長
が
就

任
後
、
保
育
所
待
機
児
が
増
加

し
て
い
ま
す
。そ
れ
な
の
に
、市

長
は「
待
機
児
は
ゼ
ロ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。

　
希
望
の
保
育
所
に
入
れ
ず
、

市
が
別
の
保
育
所
を
紹
介
し
て

も
、通
勤
や
通
園
に
不
便
な
場

所
だ
っ
た
り
、き
ょ
う
だ
い
で

保
育
所
が
異
な
る
な
ど
の
理
由

で
保
護
者
が
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
、「
私
的
な
理
由
」と

し
て「
国
基
準
」で
は
待
機
児
童

と
見
な
さ
れ
ま
せ
ん
。市
長
の

言
う
待
機
児
ゼ
ロ
は「
国
基
準
」

ま
す
。

　
宇
治
公
民
館
を
廃
止
す
る
こ

と
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
整
備
す
る

こ
と
、
１
０
０
億
円
近
い
巨
費

を
投
じ
る
こ
と
に
議
会
で
ス

ト
ッ
プ
が
か
か
り
、
２
度
（
　１５

年
９
月
定
例
会
と
　
年
３
月
定

１６

例
会
）
に
わ
た
り
予
算
が
否
決

さ
れ
ま
し
た
。 
 

で
あ
り
、実
態
と
大
き
く
か
け

離
れ
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
は
緊
急
に
保
育
所
の

新
設
を
求
め
ま
し
た
が
、市
は

「
慎
重
に
検
討
し
た
い
」と
保
育

所
増
設
に
は
消
極
的
で
す
。

幼
稚
園
「
公
立
４
園
体

制
を
前
提
と
し
な
い
」

と
市
教
委

　
市
教
委
は
公
立
幼
稚
園
の
定

員
割
れ
が
続
い
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、「
公
立
幼
稚
園
検
討
委

員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。「
公

立
４
園
体
制
を
前
提
と
し
な

い
」と
市
教
委
は
答
弁
し
て
お

り
、公
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
が
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市長  「マニフェストの整理に時間がかかる…」

業
と
複
合
化
す
る
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
６
月
定
例
会
の
党

議
員
の
追
及
に
、
踏
切
閉
鎖
で

「
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
は
、今
後
、協
議
調
整
さ
れ

る
」と
答
弁
。影
響
は
未
定
で
す
。

　
ま
た
、
複
線
化
事
業
に
伴
い
、

J
R
か
ら
借
地
し
て
い
た
公
民

館
よ
り
南
側
の
土
地
数
メ
ー
ト

ル
の
「
返
還
」
が
必
要
に
な
る

だ
け
で
あ
り
、
市
有
地
を
「
取

ら
れ
る
」
と
い
う
事
実
も
な
く
、

市
長
が
議
会
で
説
明
し
て
き
た

公
民
館
廃
止
の
根
拠
は
結
局
、

事
実
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
市
長
は
自
ら
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
議
会
で
否
定

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
計
画
変
更
の
た
め
に
は
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
整
理
に
時
間
が
か

か
る
」
と
具
体
的
な
見
直
し
を

示
し
て
い
ま
せ
ん
。
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６６
月月
定
例
定
例
会会

　
山
本
市
長
は
市
長
選
挙
の
公

約
で
「
歴
史
資
料
館
や
公
民
館

機
能
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー

ル
な
ど
を
備
え
た
多
機
能
複
合

施
設
と
し
文
化
発
進
や
東
宇
治

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
た
い
」「
老
朽
化
が
進
む
宇
治

公
民
館
（
市
民
会
館
）
を
廃
止

し
て
、
跡
地
利
用
を
検
討
す

る
」
と
掲
げ
ま
し
た
。

　
当
選
後
、
市
長
は
公
民
館
の

廃
止
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
指
示
。

宇
治
公
民
館
を
廃
止
し
機
能
移

転
を
し
て
、
建
設
・
整
備
に
あ

た
っ
て
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
民
間

に
　
年
間
も
設
計
・
施
工
・
管

２０
理
運
営
を
委
ね
よ
う
と
し
て
い

山
本
市
長
に
な
っ
て
公
民
館
の

廃
止
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
…
を
具
体
化

　
３
月
定
例
会
で
は
、「
踏
切

が
閉
鎖
さ
れ
、
J
R
複
線
化
で

土
地
が
取
ら
れ
る
」
か
ら
、
宇

治
公
民
館
を
廃
止
し
て
公
園
事

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
立
幼
稚
園
で
は
当
た
り
前

と
な
っ
て
い
る「
３
年
保
育
」を

未
だ
に
実
施
し
て
い
な
い
こ
と

な
ど
が
定
数
割
れ
の
原
因
で
あ

り
、す
ぐ
に「
３
年
保
育
」を
実

施
す
べ
き
で
す
。

汚
い
ト
イ
レ
・
中
学
校

給
食
未
実
施
・
子
ど
も

医
療
費
助
成
は
最
低

　
小
中
学
校
の
施
設
は
老
朽
化
。

中
学
校
給
食
も
宇
治
で
は
予
定

に
も
あ
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。こ

ど
も
の
医
療
費
助
成
は
京
都
府

南
部
で
最
低
水
準
。子
育
て
支

援
が
遅
れ
て
い
ま
す
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山本市長が就任して待機児急増

公
民
館
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
根
拠
が
崩
れ
る

保
育
所
待
機
児
数

現
市
長
に
な
り
急
増

太閤堤とは

太閤堤跡歴史公園建設予定地。京阪宇治駅北側、写真左が宇治川
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国
は
「
人
口
減
少
」
や
公
共

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
財
政
負

担
な
ど
を
理
由
に
、
全
国
の
自

治
体
に
公
共
施
設
の「
統
廃
合
」

も
含
め
た
管
理
計
画
の
策
定
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
も
、
幼
稚
園
や
小
中

学
校
、
集
会
所
な
ど
す
べ
て
の

施
設
を
対
象
と
し
て
、
今
年
度

中
の
計
画
策
定
を
目
指
し
て
、

検
討
委
員
会
の
設
置
や
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
計
画
を
決
め
て
い

く
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
本
文
で
は
「
現
在
の

公
共
施
設
を
す
べ
て
維
持
・
更

新
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
」
と

決
め
つ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
作
為

で
選
ば
れ
た
市
民
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
利
用

頻
度
を
聞
く
項
目
が
あ
り
ま
す

　
昨
年
の
予
算
特
別
委
員
会

で
、
お
お
さ
か
維
新
の
秋
月

新
治
議
員
の
政
務
活
動
費
の

使
途
に
つ
い
て
不
適
切
な
も

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
指
摘
が
さ
れ
、
議
長
に
調

査
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
同
議
員
は
、
市
長
を

相
手
取
っ
て
訴
訟
を
起
こ
し
、

が
、
例
え
ば
「
保
育
所
の
一
般

開
放
」「
幼
稚
園
の
一
般
開
放
」

な
ど
は
子
育
て
世
代
が
利
用
す

る
も
の
で
す
。
無
作
為
で
幅
広

い
年
代
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
れ

ば
、
子
育
て
世
代
以
外
は
「
利

用
し
な
い
」「
利
用
す
る
必
要
が

な
い
」
と
答
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
様
に
、
多
く
の
公

共
施
設
が
「
利
用
し
な
い
」「
利

法律相談
毎月第一金曜日

午後２時から議員団控室
事前に議員にご連絡ください。

統
廃
合
あ
り
き
の
　
　
　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

そ
の
こ
と
を
理
由
に
し
て
議
長

の
質
問
へ
の
回
答
を
拒
否
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
訴
訟
は
取
り
下
げ
ら

れ
、
同
議
員
に
よ
る
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
同
議
員
の
経

営
し
て
い
た
人
材
派
遣
業
に
使

用
し
て
い
た
４
台
の
自
動
車
で
、

政
務
活
動
も
行
っ
て
い
た
等
の

発
言
が
あ
り
、
新
た
な
疑
問
点

が
浮
上
し
た
た
め
、
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
に
基
づ
く
、
調

査
権
を
持
つ
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
調
査
委
員
会
は
、
資
料
の

提
出
を
求
め
、
証
人
喚
問
を

行
っ
て
調
査
を
進
め
ま
し
た
。

調
査
の
中
で
、
委
員
か
ら

「
公
私
の
分
け
方
が
あ
い
ま

い
だ
」「
証
人
喚
問
で
あ
ら
た

な
疑
義
が
生
じ
た
」
等
の
指

摘
が
さ
れ
、
調
査
が
続
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
の
西
館
、
市
の
集
会

所
　
カ
所
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

２４
タ
ー
３
カ
所
は
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
お
ら
ず
、
震
度
５
の
地

震
で
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
は
以
前

か
ら
耐
震
化
の
必
要
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
の
に
、
耐
震
化
の
方

針
が
無
い
の
は
市
の
怠
慢
で
す
。

　
党
議
員
の
質
問
に
、
市
は

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
し
て
以
降
、
具
体
的
に

検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
さ

ら
な
る
耐
震
化
の
先
延
ば
し
を

行
う
意
向
で
す
。

公
共
施
設
の
耐
震
化

 計
画
も
な
く
先
延
ば
し

　
昨
年
８
月
、
府
営
水
道
を
受

水
し
て
い
る
７
市
３
町
の
首
長

が
、
府
知
事
に
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
府

営
水
道
の
施
設
更
新
に
あ
た
っ

て
は
、
受
水
市
町
自
己
水
施
設

能
力
を
考
慮
し
、
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
（
施
設
規
模
の
縮
小
）

も
含
め
最
も
効
果
的
・
効
率
的

な
施
設
更
新
を
」
な
ど
と
い
う

も
の
で
し
た
。　
市
町
長
が
そ

１０

ろ
っ
て
、
府
営
水
の
規
模
の
縮

小
を
求
め
た
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。

　
府
営
水
道
の
施
設
は
、
人
口

を
過
大
に
見
込
ん
で
建
設
し
た

た
め
、
施
設
が
過
大
に
な
っ
て

お
り
、
市
町
の
受
水
（
仕
入
れ
）

単
価
が
高
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
施
設
規
模
を
縮
小
す
れ

ば
、
市
町
水
道
の
仕
入
れ
単
価

を
引
き
下
げ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
府
営
水
道
の
施
設
規
模
の
縮

小
へ
、
そ
し
て
水
道
料
金
引
き

下
げ
へ
、
今
後
と
も
頑
張
り
ま

す
。　

府
営
水
道
の
施
設
規
模
縮
小
で

水
道
料
金
引
き
下
げ
を

　
保
育
所
待
機
児
の
解
消
、
認

可
保
育
所
の
増
設
は
急
務
で
す
。

ま
た
、
保
育
士
の
労
働
条
件
の

改
善
も
必
要
で
す
。
党
議
員
団

は
「
保
育
所
待
機
児
の
解
消
と

保
育
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
で
米
軍
属
に
よ
る
女
性

暴
行
殺
人
が
発
生
。
米
軍
基
地

の
存
在
が
、
地
域
住
民
の
命
や

生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
が
、
日
米
地
位
協
定

は
昭
和
　
年
に
締
結
以
降
、　

３０

５０

年
以
上
、
一
度
も
改
正
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
党
議
員
団
は
「
日

米
地
位
協
定
の
見
直
し
に
関
す

「
保
育
所
待
機
児
解
消
」

「
日
米
地
位
協
定
見
直
し
」

  意
見
書
に
民
・
自
・
公
が
反
対

用
す
る
必
要
が
な
い
」
と
の
答

え
に
誘
導
さ
れ
ま
す
。
公
共
施

設
の
「
統
廃
合
」
に
向
け
た
恣

意
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

　
公
共
施
設
は
市
民
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
た
め
に

あ
る
も
の
で
、
財
政
の
効
率
化

だ
け
に
絞
っ
て
統
廃
合
を
進
め

る
計
画
策
定
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
早
急

に
行
う
べ
き
で
す
。

る
意
見
書
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

２
つ
の
意
見
書
は
、
民
進
・
自

民
・
公
明
な
ど
の
反
対
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

お
お
さ
か
維
新
の
市
議

お
お
さ
か
維
新
の
市
議
のの

政
務
活
動

政
務
活
動
費費

１
０
０
条
委
員
会
で
調

 １
０
０
条
委
員
会
で
調
査査


